
た野猿公苑のその後.ワイル ドライフ ･フォー

ラム 3:191-193.

8)波速邦夫 (1998)幸島を訪れた人とその研究 :

その2､｢ニホンザルの社会構造｣をめぐって.

みやざきの自然 15:18-32.
9)吐過邦夫 (1998)野猿公苑における餌操作の有

効性と限界.ワイル ドライフ ･フォーラム 3:

175-180.

10)波速邦夫(1998)ニホンザル幸島群の繁殖特性

と孤立化の影響.平成6-8年度科学研究費補助金

益盤研究(C)(2)rニホンザル幸島群の生活適応

Lig低下に関する迫伝学的 ･形態学的研究｣研究

成架稚昏蕃pp.12128.研究代表者 :庄武孝義.L

ll)波速邦夫(1998)インドネシアの森林火災とサ

ル :その経紐と現状.日本モンキーセンター年

稚 く平成10年度)財団法人日本モンキーセン

ターpp.66･69.
12)放逸邦夫(1998)幸島を訪れた人とその研究 :

その3,三戸サツエさんと河合雅雄先生.みや

ざきの自然 16.I88-102.

13)放逸邦夫 (1998)下北研究林と足沢さん.東北

ニホンザルの会ニュースレター 5.

学会発表

一和文-

1)出山泰之 (1998)近故地方のニホンザル.西日

本ニホンザル ･フォーラム (1998年12月,犬

山).

2)虫山番之 ･金森弘樹 (1998)ニホンザルにお

ける栄鐘状旭の推定.第14回日本霊長類学会大

会 (1998年6月.岡山).霊長頬研究 14(3):
232.

3)畠山泰之 ･佐野明 (1999)農地に依存するニ

ホンザルの土地利用.第46回日本生態学会大会

(1999年3月.松本).講演要旨集 p.155.
4)岡本暁子 ･松村秀一 ･渡逸邦夫 (1998)野生

ムーアモンキーの個体数変動と生活史.第14回
霊長規学会大会 (1998年6月,岡山).霊長規研

究 14(3):248.
5)波速邦夫 (1998)インドネシア ･パンガンダ

ラン自然保班区で見られたシルバール トンの子

殺しとカニクイザルのヤシの突割り行動.第14

回霊長規学会大会 (1998年6月.岡山).霊長類

研究 14(3):235.

6)波速邦夫 (1998)竹下資料による1970年当時

のニホンザル分布復元と現在.西日本ニホンザ

ルフォーラム(1998年12月,犬山).

7)波速邦夫 (1998)猿害対策とニホンザルの捕

l港間題.西日本ニホンザルフォーラム (1998年
12月.犬山).

サル類保健飼育管理施設

景山 節(施設長 ･兼)･松林消明 ･

後藤俊二 ･鈴木樹理 ･松林伸子1)･

三輪宣勝 2)･熊崎清則2)･阿部政光2)･

釜中座郎 2)･前田典彦2)･勝田ちひろ2)

平成10年度の施設の概要は以下のようであ

った｡

1)施設の改組が概算要求の重点事項として提出

され､平成11年度よりサル施設を転換して新たに

人類進化モデル研究センターが設置されることが

決定した｡新センターは創出育成,他店統御､生

命倫理の3つの研究領域と外国人客員による行動

形成研究領域より構成され､致官全体では､教授､

助教授､助手が各々3名 (客員1を含む),3名.1名

となり3名 (客員1を含む)の純増が認められた｡新

センターはサル施設の業務をすべて引き継ぐとと

もに､新たな研究用サル類の創出育成に関する総

合的研究を進めていくこととなった｡

2)国の経費削減の一環として全国大学の附属施

設予算の削減が行われ､サル施設予井は前年度比

で6.3%の減少となった｡諸経費の値上がりなどで

従来から厳しい施設運営が続いており,かなりの

痛手ではあったが､京大本部および研究所COE予

算より補助を受け10年度はなんとか乗り切ること

ができた｡

3)研究所保有サルで少数のため系統維持が囚菜任

になっているものがあるが､国立感染症研究所筑

波霊長類センターよりリスザル4頭の供与を受け､

繁殖用として飼育することにした｡またアジルテ

ナガザルがオスを出産し系統維持の可能性がでて

きた｡

4)サル施設でのサル頬の保健と飼育管理に関す

る研修のためEl本生物化学センターから野村孝弘

氏が平成10年5月に1週間の研修を行った｡

5)非常勤職員の異動があった｡技能補佐員の逸

1)教務技官 2)技官
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見幸子､群山多弟子がそれぞれ平成10年9月.12

月に退職し､新たに中野千枝子､吉村布共絵が採

用された｡また平成11年3月にはサル施設の臨時

職Ll(猷医師)として加作例野が採用された｡

く研究概要)

A)サル頬の生殖生物学的研究

松林柄明

オス生殖機能の進化を生殖器構造の面から

検肘するため､マカクから類人猿にわたる各種の

糊氾微細構造の組総学的検索を進めている｡繁殖

応用面として研究所飼育チンパンジーの人工授精

を尖施し､受胎を得たが､死産に終わった (オス

成斉苑児)｡

B)突験用サル籾の動物福祉の研究

松林清明

飼育下のサル類における動物福祉研究の一

犯として､環境エンリッチメントの推進を図り､

その評価系の開発を試みている｡各種遊具の開発

を行って実際に飼育場面に中人し､その利用度を

定見するとともに利用に関する限界や問題点の洗

い出しを行っている｡

C)サル類の寄生虫に関する研究

後藤俊二

マカク類における線虫類の感染動態を明ら

かにするとともに､ ヒト肺犬糸状虫症の実験モデ

ルの確立を目的として.2種のマカクを用いた感

歎突験を進めている｡特に慢性経過に伴う宿主反

応等の変化についての解析を行っている｡また､

野生ニホンザルの消化管内寄生嬬虫叢の地理的分

布についての調査を進めている｡

D)サル類の成長の生理学的及び形態学的研究

鈴木樹理

昨年に引き続き､3から6歳令までニホンザ

ルについて縦断的手法を用いて性成黙糊の成長関

迎ホルモンの分泌動態を調べた｡更に､2歳令の

個体についても同様の手法によって採材した｡そ

の結果､メスはオスより1年早くIGF-1の立ち上が

りが認められた.また､昨年同様､雌雄ともに季

節変動を示した｡

E)サル班のストレス淀爪のための基礎的研究

鈴木樹理

突際の飼育料lRでのストレス反応を定_Tnす

る手始めとして､アカゲザルを用いて､ケージ内

に遊ft(木片)を入れた時に起こる血中コーチゾ

ルと尿中カテコールアミンの経時変化を調べた｡

その結果､ケージ移動に伴うス トレスは大きく､

移動後1ケ月程度は印境に切れるために必要なこ

と､遊具を入れるとしばらくは興味を示すが､コ

ーチゾル､カテコールアミンはあまり変動しない

等の変化が明らかになった｡

く研究業績)

報告 ･その他

一和文-

1)松林弼明 (1997)ヒト･サル共通感染症の話

(2).モンキー41(5,6):14-15.

2)松林消明 (1998)ヒト･サル共通感染症の話

(3).モンキー42(1,2):16-17.

3)松林弼明 (1999)文部省科学研究費補助金基

盤研究(C)(2) ｢突験用サル類の環境エンリッチ

メントの研究｣ 研究成果報告書.49pp.研究代

表者:松林洞明｡

学会発表

一英文-

1)MatsubayashLK..Shotake.T.(1999)

Hematdogicalvaluesandplasrmeryth pie血

levelsofwildgcladababoons(ThetDDju7eCUS

geJada).InternationalSymposium on

AdaptaionandEvolutionofCercopi山ecidae

inAfrica(January1999.Inuyama).Abstracts

p.15.

-和文-

1)榎本知郎 ･中野まゆみ ･長戸店和 ･松林弼明

(1998)霊長柄の糊腿微細形態の進化的考祭.

耶14回日本霊長柄学会大会 (1998年6月､岡

山).霊長Fl研究14(3):270.

2)按藤俊二 ･森光由樹 (1998)長野県産ニホン

ザルの消化管内寄生虫芯の調査. 日本野生動物

医学会gS4回大会 (1998年8月､札幌).

3)勝田ちひろ･松林伸子 ･後藤俊二 (1998)野

生ヤクニホンザルにおける消化管内寄生虫およ

び病原細菌の検索. 日本野生動物医学会第4回
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大会 (1998年8月.札幌).

4)松林清明 ･庄武孝義 ･GurjaBelay(1998)野
生ゲラダヒヒの血液学的特性とエリスロポイエ

チン渋皮.第14回日本霊長類学会大会 (1998年

6月､岡山).霊長頬研究 14(3):273.
5)中野まゆみ ･校本知郎 ･松林清明 ･花本秀

子 ･長戸頗和 (1998)フサオマキザル精巣組織

の形旭的特徴. 第14回日本霊長類学会大会

(1998年6月､岡山).霊長類研究 14(3):271.

6)鈴木樹理 ･大蔵聡 ･演田穣 ･早川清治 (1998)

ニホンザルの周思春期における成長関連ホルモ

ンの変化｡節14回日本霊長類学会大会 (1998年

6月､岡山).霊長類研究 14(3):242.

7)摘裕司 ･程訓任 ･小林正規 ･後藤俊二 ･松林

仲子 ･松林消明 (1998)飼育ザルにおける腸管

寄生アメーバの感沌状況.第14回日本霊長規学

会大会 (1998年6月,岡山).霊長類研究 14

(3):271.

く2)大学院

平成10年度大学院学生
霊長頬学専攻

氏 名 学年 指導教官 研究テーマ

柴田仲之 D4 杉山事丸 ニホンザルのメスの繁

殖と仔の成長について

山根 到 D4 三上孝允 短期記憶にもとづく運

動に関する運動前野の

働き

只田陽一 D3 小嶋群三 霊長類の音声知覚

佐藤 明 D3 松沢哲郎 霊長類における因果推

論の研究

口代的子 D3 加納隆至 アフリカ大型類人猿の

採食生態

甲仲祐介 D3 三上孝允 側頭連合野における視

覚情報の形態視と運動

視の統合過程

泉 明宏 D2 小嶋群三 霊長類の聴覚

伊藤浩介 D2 /Jd.包群三 霊長類の性格の生物学

的研究 ′

大平耕司 D2 林 基治 霊長類脳発達における

神経栄養因子の分子生

物学的研究

竹元博幸 D2 杉山幸丸 野生チンパンジーの採

食選択行動

松原 幹 D2 杉山幸丸

水谷俊明 D2 松沢哲郎

宮本俊彦 D2

長谷川由香子 Dl

早川祥子 Dl

平田 聡 Dl

船越美穂 Dl

劉 成淑 Dl

茂原信生

平井啓久

杉山幸丸

松沢哲郎

大洋秀行

竹中 修

霊長類の繁殖戦略と採

食戦略の関連

音声コミュニケーショ

ンにおける声道共鳴の

役割

ニホンザル下肢骨の加

齢変化

大脳基底核の機能と桐

迫に関する研究

野生ニホンザルの交尾

行動と繁殖戦略

チンパンジーの社会的

知性

野生ニホンザルの保全

生態学

ニホンザル柏史におけ

る発現迫伝子の加齢に

よる変化

DyahPerwitasari-Farajallah
Dl 川本 芳 インドネシアのカニク

イザルの迫伝的変兄仕

に感する研究

杉原清畠 Dl 片山一道 休学

加藤まどか Dl 三上孝允 休学

落合牧子 M2 小嶋辞三 サル頭頂一後頭問溝周

辺街域における祝光梢

下岡ゆき子 M2

土田順子 M2

中井将嗣 M2

藤田志歩 M2

梅野俊平 Ml

上野有理 Ml

加藤啓一郎 Ml

-60-

報と身体位位情報の統

合也能の解明

加納隆至 野生ケナガクモザルの

社会桶追

小嶋群三 加齢に伴う認知機能の

変化に関する研究

片山一道 古代人および霊長規の

古病理学的研究

杉山幸九 二ホンザルの性行動と

ホルモン動態

三上章允 図形知覚を担う神経回

路の解明

加納隆至 ニホンザル新生児にお

ける採食行動の発達

三上章允 嫌悪刺激に関る脳内機

構の解明


